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『サラとピンキーサンタの国へ行く』 
富安陽子／作・絵 講談社 2018 

ピンキー・ブルマーというブタのぬいぐるみは、サラちゃんのへや

の、ダンボールでできたいえにすんでいます。サラとピンキーは、

いつもいっしょに、いろんなところにあそびにいきます。今回
こんかい

のぼ

うけんは、サンタの国
くに

。プレゼントをまっている子
こ

どもたちのため

に、サラとピンキーが大
だい

かつやくします。 

 

『クリスマスのあかり チェコのイブのできごと』   
レンカ・ロジノフスカー／作 出久根育／絵 木村有子／訳 福音館書店 2018 

クリスマスイブの日
ひ

、フランタは、ベツレヘムから届
とど

いたあ

かりを家
いえ

のランプにわけてもらうために、ひとりで教 会
きょうかい

にむ

かいます。そのとちゅうでであった、気
き

のどくなおじいさん

のために、知恵
ち え

と勇気
ゆ う き

をふりしぼります。 

『クリスマスの女の子』 
ルーマー・ゴッデン／作 久慈美貴／訳 たかおゆうこ／絵 徳間書店 2018 

クリスマスイブ、おもちゃ屋
や

の人 形
にんぎょう

ホリーは、持
も

ち主
ぬし

になってく

れる子
こ

どもを待
ま

っていました。お祈
いの

りすれば、ねがいがかなうと信
しん

じているのです。いっぽう、身
み

寄
よ

りのない 女
おんな

の子
こ

アイビーは、ひ

とりでおもちゃ屋
や

のある町
まち

にやってきました。ホリーとアイビーは

安心
あんしん

できる自分
じぶん

の居場所
い ば し ょ

をみつけることができるのでしょうか。 

『メリークリスマス 世界の子どものクリスマス』  
Ｒ．Ｂ．ウィルソン／文 市川里美／画 さくまゆみこ／訳 

ＢＬ出版 2018 

クリスマス、ときくとみなさんわくわくしますよね。日本
にほん

では飾
かざ

り

つけをしたりケーキを食
た

べたりしますが、日本
にほん

だけではなく、世界
せかい

の

国々
くにぐに

で、いろいろな方法
ほうほう

でおいわいされています。ページをめくっ

て、世界
せかい

のクリスマスをのぞいてみませんか。 

『クリスマスをとりもどせ！』 
マット・ヘイグ／文 クリス・モルド／絵 杉本詠美／訳 

西村書店東京出版編集部 2018 

ファーザー・クリスマスのおかげで救 貧 院
きゅうひんいん

から出られたアメリア

は、エルフの村
むら

で暮
く

らし始
はじ

めます。でも、勉 強
べんきょう

がわからず、すっ

かり落
お

ち込
こ

んだアメリアは、ある時
とき

、道
みち

に大
おお

きな穴
あな

を見
み

つけます。

その下
した

では、クリスマスを阻止
そ し

する計画
けいかく

がすすめられていました。

『クリスマスは世界
せ か い

を救う
す く う

』シリーズ、３作目
 さ く め

です。 

このブックリストは出版者の許可を得て表紙を掲載しています。 
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『ねずみさんちのはじめてのクリスマス』  
キャラリン・ビーナー／文 マーク・ビーナー／絵 まえざわあきえ／訳 

徳間書店 2018 

さむいさむい ふゆのひ、とうさんねずみと かあさんねず

みと １７ひきのこねずみたちは、ゆかした２４ばんちのへ

やへ おひっこしを しました。そこで、はじめて クリス

マスツリーをみて、ねずみさんたちも クリスマスを おい

わいしようと じゅんびを はじめました。 

『はりねずみくんのクリスマス・イブ』  
Ｍ・クリスティーナ・バトラー／文 ティナ・マクノートン／画 

女子パウロ会／訳 女子パウロ会 2018 

はりねずみくんは、おうちに ツリーをかざったけれど、ク

リスマスらしくなくて がっかり。ねずみちゃんたちが、ツ

リーを ぴかぴかにしましたが、プレゼントを わすれてい

ることに きづきます。 

『クリスマスのおかいもの』  
ルー・ピーコック／ぶん ヘレン・スティーヴンズ／え 

こみやゆう／やく ほるぷ出版 2018 

もうすぐ クリスマスです。ノアと ぞうの オリバーは 

ママと いっしょに しんせきへの プレゼントを かい

に やってきました。かいものが おわると、つかれて く

たくたです。そして かえるときに ぞうの オリバーが 

いないことに きがつきます。みつかるのでしょうか。 

『キツネのはじめてのふゆ』  

マリオン・デーン・バウアー／作 リチャード・ジョーンズ／絵 

横山和江／訳 鈴木出版 2018 

ゆきが ふってきました。キツネは ふゆに なにを すれ
ばいいのか わかりませんでした。いろいろな どうぶつた
ちに ふゆに なにをするのか きいてみましたが、キツネ
には しっくりきません。キツネは はじめてのふゆに、い
ったい なにを するのでしょう。 

『ジングルベル』 
キャサリン・Ｎ・デイリー／作 Ｊ．Ｐ．ミラー／絵，こみやゆう／訳 

ＰＨＰ研究所 2017 

「ゆきを けり のやま こえて」くまの おやこが そり

を はしらせます。もりの ともだちも のり たのしい 

そりあそびです。そこに トナカイが かぜを ひいて こ

まっていた サンタクロースも のることに なりました。

ジングルベルの うたとともに たのしめる えほんです。 

『サンタおじさんのいねむり』 
ルイーズ＝ファチオ／作 前田三恵子／文 柿本幸造／絵     

偕成社 1969 

サンタおじさんが プレゼントを くばりに でかけると
き、おくさんが おべんとうを わたしてくれました。プレ
ゼントの じゅんびで つかれていた サンタおじさんは、
おべんとうを たべて ひとやすみしました。おなかいっぱ
いになった サンタおじさんは、ねむってしまいました。 

『雪の花』ロシアのお話  

セルゲイ・コズロフ／原作 オリガ・ファジェーエヴァ／絵 
田中友子／文 偕成社 2018 

おおみそかのひ、もりのどうぶつたちは もみのきを かざ
って、しんねんをむかえます。ところが、クマくんは ねつ
をだして ねこんでいました。クマくんは 『ゆきのはな』
がないと たすからないと きいて、ハリネズミは、もりの
なかへ『ゆきのはな』を さがしにでかけました。 

『たいこたたきの少年』 
バーナデット・ワッツ／文と絵，松永美穂／訳 

西村書店東京出版編集部 2018 

まずしい ベンジャミンは、たいこたたきが じょうずです。

うまれた ばかりの おうさまの おいわいに いきます

が、ベンジャミンには おくりものがありません。そこで た

いこを たたきました。すると、おうさまは ベンジャミン

の たいこを とても よろこんでくれたのです。 

『サンタクロースのしろいねこ』 
スー・ステイントン／文 ２アン・モーティマー／絵 

まえざわあきえ／訳 徳間書店 2003 

せかいで いちばん きたにある サンタクロースの いえ

には、まっしろな ねこの スノウが います。あるとしの 

クリスマスイブ、スノウは サンタさんと いっしょに で

かけました。でも、とちゅうで そりから おちてしまいま

す。スノウは どうなって しまうのでしょうか。 

『オーロラの国の子どもたち』 
イングリとエドガー・パーリン・ドーレア／さく 

かみじょうゆみこ／やく 福音館書店 2018 

「オーロラの国
くに

」とは、ノルウェーの いちばんきた、ちき

ゅうの てっぺんのことです。このほんでは、オーロラの国
くに

に 

すんでいる リーセとラッセの きょうだいの １ねんかん

の せいかつが うつくしく えがかれています。  


